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■■  全国に先駆けて特別栽培化を進め、消費地や卸業者に「環境にやさしい米づくり」

をアピールすることで、越前たけふ米のイメージアップを図りながら、少しでも「高

く売れる米を作ろう」という生産者の努力が十分に報われるよう、品質や食味の一

定基準を超えるものに対してはインセンティブ買入制度を実施することで、意欲あ

る生産者を支援します。 

 

■ 管内の水田は土壌の保肥力・腐植含量が低いだけでなく、けい酸値も基準値の 

１５.０ｍｇ/１００ｇより著しく低い状況が慢性的に広がっています。このため、

天候に左右されずに水稲の収量と品質・食味の安定化を図るためには、土づくり肥

料の継続した施用が絶対的に不可欠です。JA はケイカルの 500ｋｇ／10a 散布

に対し、資材経費助成と散布費用の支援を行い、土づくりを推進します。 

■ おいしい、登熟の良い米づくり、産米の大粒化には、稲の根の分布を拡げ、健全

な発達を促すことが求められるため、丁寧な耕うん作業で作土深１５ｃｍをしっか

り確保しましょう。 

越前たけふ米（越前しきぶ姫）のブランド力を高めていくため、「重点技術対策」に取り組み、

消費者から信頼される「高品質」で「良食味」な米づくりを実践しましょう。 



  

  

■ 登熟初期の高温による品質低下を防ぐため、コシヒカリやあきさかりの出穂期が

８月１０日以降となるよう、播種期は平坦地で５月２日、山間地で４月２３日以降、

田植えは平坦地で５月２０日、山間地で５月１５日以降としましょう。 

■ 田植え期にあわせた適期播種を徹底し、老化していない、元気な苗を植えましょ

う。 

 

 

■ 斑点米発生の原因となるカメムシの発生密度を減らすために最も効果的なのは、

第一世代幼虫の増殖を抑えることです。草刈りデーを設定し、カメムシ生息地の除

草を一斉に行いましょう。 

■ 大麦跡にソバを予定している圃場は、大麦の収穫後からソバ播種期までに草刈り

や耕起するなど雑草対策を徹底しましょう。 

■ 防除としてラジコンヘリや共同防除による一斉防除を行い、出来ない地区の場合

は粒剤による防除を行いましょう。 

 

 

■ 登熟期の高温に負けない強い稲づくりのため、しっかりとした中干しと溝きりで無効分げ

つの抑制と直下方向への根の伸張を促進しましょう。 

■ 平坦地や特別栽培（無化学肥料栽培）では出穂期以降の栄養凋落が懸念されるため、穂肥

の施用を省略せず、間断通水を徹底しましょう。 

 

 

JA 越前たけふでは、越前しきぶ姫を商標登録し、米の

出荷用紙袋や販促資材に印刷して販売展開しています。 

よろしくお願いします。 



  

 

 

インセンティブとは                 

人や組織のモチベーション（やる気）を誘引するものです。代表的なものとして金銭的報

償、社会的評価、自己実現の場の提供などがあります。 

金銭的報償には、基本的な対価のほかに、個人の成果が目標に対する達成度などの基準を

満たした場合、それに応じて個人に支払われる「インセンティブ・システム」があります。 

 

■ 福井県特別栽培農産物認証制度 ■ ～ 安全・安心を食卓へ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

インセンティブ買入制度の対象は、県の認証についてＪＡ越前たけふの団体申請、指定農

薬成分以内の使用を行った者のみとします。品種はコシヒカリとあきさかりがこの対象とな

ります。 

整粒歩合や食味値を測定するため、倉前出荷（良質米施設を含む）が原則ですが、コシヒ

カリ認証④の移植についてはカントリーで受入れします。 

 

■25 年産米のインセンティブ買入制度 ■ ～ いいものには良い評価を ～ 

平成 25 年度の水稲生産にあたり、特別栽培コシヒカリならびにあきさかりの高品質、良

食味米について以下のとおり買入（概算金、加算金の支払い）を行います。 

 

整粒・食味値 

 

品種 

特別栽培１等 

特別栽培２等 整粒判定 70％以上 
右記以外 

食味値 85 以上 食味値 80 以上 85 未満

コシヒカリ 17,000 円概算 15,000 円概算
慣行比 

1,000 円加算 

慣行比 

500 円加算

あきさかり 慣行比 800 円加算 - 

～コシヒカリ、あきさかりで特別栽培米に取り組もう！～ 

単位：1俵あたり 

初心者コース 認証区分 ④ 

農薬：当地比 5 割以上減 

化学肥料：当地比 5 割以上減 

農薬成分や化学肥料の窒素 

量を通常と比べ５割以上 

削減して栽培した農産物。 

中級コース 認証区分 ③ 

農薬：当地比 5 割以上減  

化学肥料：栽培期間中不使用 

農薬成分を通常に比べ５割以上 

削減して、化学肥料窒素を使用 

しないで栽培した農産物。 



 


